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日
輪
を
あ
ら
わ
す
長
烏
帽
子
形
兜
に
つ
い
て

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
加
藤
清
正
長
烏
帽
子
形
兜
文
人
画
法
華
信
仰
題
目
本
尊

【
要
旨
】

織
豊
期
（
十
六
世
紀
後
半
）
の
武
将
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
加
藤
清
正
（
一
五
六

二
～
一
六
二
）
は
、
文
禄
慶
長
の
役
（
壬
辰
倭
乱
）
へ
の
出
陣
の
み
な
ら
ず
、
す

ぐ
れ
た
築
城
の
数
々
や
法
華
宗
へ
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
多
様
な
側
面
を
持
つ
清
正
が
着
用
し
た
と
す
る
長
烏
帽
子
形
兜
を
と
り
あ

げ
、
清
正
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

長
烏
帽
子
形
兜
と
は
烏
帽
子
を
さ
ら
に
長
く
し
た
意
匠
を
持
つ
兜
で
あ
り
、
変
わ

り
兜
の
一
つ
で
あ
る
。
清
正
が
着
用
し
た
長
烏
帽
子
形
兜
と
す
る
も
の
は
、
清
正
の

菩
提
寺
で
あ
る
熊
本
県
本
妙
寺
所
蔵
の
も
の
の
他
、
徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
銀

箔
押
長
烏
帽
子
形
兜
」
が
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
前
者
が
加
藤
家
の
旗
印
で
あ
る
と

こ
ろ
の
蛇
の
目
紋
を
あ
ら
わ
す
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
日
輪
を
あ
ら
わ
す
と
い
う

相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
に
は
「
長
烏
帽
子
形
兜
図
」
と
称
す

る
、
長
烏
帽
子
形
兜
を
細
密
に
描
く
一
幅
の
兜
図
が
存
在
す
る
。
こ
の
絵
が
描
か
れ

た
の
は
江
戸
時
代
後
期
で
あ
り
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
日
輪
を
あ
ら
わ
す
「
銀
箔
押

長
烏
帽
子
形
兜
」
で
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
兜
前
立
に
題
目
本
尊
を
記
し
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
清
正
の
法
華
信
仰
に
仮
託
し
て
描
か
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

本
稿
で
は
日
輪
を
あ
ら
わ
す
兜
と
そ
の
図
像
が
、
ど
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
あ
っ
た
の
か
を
考
え
、
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
清
正
の
記
号
ｌ
蛇
の

目
紋
に
対
し
て
日
輪
と
題
目
本
尊
を
描
く
長
烏
帽
子
形
兜
が
何
を
目
指
し
た
の
か

に
つ
い
て
粗
描
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

古

川

元

也

織
豊
期
の
武
将
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
加
藤
清
正
（
一
五
六
二
～
一
六
一
二

は
、
文
禄
慶
長
の
役
（
壬
辰
倭
乱
）
へ
の
出
陣
、
熊
本
城
や
名
古
屋
城
と
い
っ
た
名

城
の
築
城
や
法
華
宗
へ
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
は
、
後
世
お
お
く
の
伝
説
や
論
説
を
生
み
、
文
献
史
料
が
あ
ま
り
残
ら
な
い
も

の
の
豊
富
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
、
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
現
実
に
は
、
豐
臣
秀
吉
の
麿
下
で
あ
っ
た
清
正
は
、
敵
将
の
臣
と
し
て
徳

川
政
権
下
で
憧
ら
れ
、
清
正
に
ゆ
か
り
を
持
つ
様
々
な
情
報
が
幕
府
に
よ
る
統
制
を

受
け
た
。
清
正
の
伝
説
や
イ
メ
ー
ジ
が
メ
タ
フ
ァ
ー
で
語
ら
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で

あ
り
、
逆
に
そ
の
こ
と
が
い
く
つ
か
の
記
号
を
固
定
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
主
題
と
す
る
加
藤
清
正
着
用
と
さ
れ
る
長
烏
帽
子
形
兜
は
、
そ
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
烏
帽
子
形
兜
と
は
烏

帽
子
を
さ
ら
に
長
く
し
た
長
烏
帽
子
の
意
匠
を
持
つ
兜
で
あ
り
、
変
わ
り
兜
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。
清
正
が
着
用
し
た
長
烏
帽
子
形
兜
と
す
る
も
の
は
、
清
正
の
菩
提

寺
で
あ
る
熊
本
県
本
妙
寺
に
複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
他
、
著
名
な
も
の
に
徳
川
黎
明

会
徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
銀
箔
押
長
烏
帽
子
形
兜
」
が
あ
る
。
蛇
の
目
の
紋
を

烏
帽
子
側
面
に
あ
ら
わ
す
前
者
の
兜
に
対
し
て
、
後
者
の
兜
は
兜
全
体
に
銀
箔
が
押

さ
れ
、
朱
で
日
輪
を
表
し
て
い
る
点
が
特
徴
と
な
る
。
蛇
の
目
紋
や
桔
梗
紋
は
加
藤

家
の
紋
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
流
布
し
た
清
正
を
描
く

刷
物
・
肉
筆
画
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

は

じ

め

に
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し
て
日
輪
は
清
正
の
記
号
と
し
て
は
著
名
で
な
か
っ
た
ら
し
く
、
絵
画
に
添
え
ら
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
市
秀
吉
渭
正
記
念
館
に
は
「
長
烏
帽
子
形
兜
図
」
と
称
す

る
、
長
烏
帽
子
形
兜
を
細
密
に
描
く
一
幅
の
兜
図
が
存
在
す
る
。
こ
の
絵
が
描
か
れ

た
の
は
江
戸
時
代
後
期
（
天
保
年
間
）
で
あ
り
、
主
題
と
な
る
兜
に
は
日
輪
が
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
。
賛
と
兜
そ
の
も
の
の
様
子
か
ら
、
こ
の
兜
は
先
に
ふ
れ
た
「
銀
箔

押
長
烏
帽
子
形
兜
」
に
間
違
い
は
な
く
、
近
世
後
期
に
流
行
し
た
文
人
画
と
し
て
の

写
生
画
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
兜
は
前
立
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
兜
図
に
は
題
目
本
尊

を
記
す
前
立
が
描
か
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
兜
図
が
、
加
藤
清
正
の
法
華
信
仰

に
仮
託
し
て
描
か
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

当
時
一
般
に
流
布
し
て
い
た
清
正
の
記
号
で
あ
る
蛇
の
目
紋
で
は
な
く
、
日
輪
を

あ
ら
わ
す
兜
に
な
ぜ
清
正
の
由
緒
を
求
め
、
賛
と
題
目
本
尊
の
日
輪
を
付
与
し
た
の

か
。
伝
来
の
経
緯
を
類
推
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
輪
を
あ
ら
わ
す
兜
の
も
つ
意
味
を

明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

な
お
本
稿
は
、
平
成
十
四
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
特
別
展
「
変

わ
り
兜
ｌ
戦
国
の
奇
想
天
外
ｌ
」
展
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
調
査
な
ら
び
に
研
究
に

（

１

）

よ
る
所
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

１
徳
川
美
術
館
所
蔵
「
銀
箔
押
長
烏
帽
子
形
兜
」

加
藤
清
正
着
用
の
長
烏
帽
子
形
兜
と
し
て
著
名
な
も
の
の
一
つ
に
、
名
古
屋
市
徳

｜
加
藤
清
正
の
長
烏
帽
子
形
兜

川
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
銀
箔
押
長
烏
帽
子
形
兜
」
が
あ
る
。
こ
の
兜
は
頭
形
と
思

（

２

）

わ
れ
る
鉄
鉢
に
、
紙
張
懸
に
よ
る
成
形
が
な
さ
れ
て
い
る
。
全
面
を
銀
色
に
塗
り
、

烏
帽
子
の
屈
曲
部
に
大
き
な
日
輪
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
銀
箔
押
長
烏
帽
子
形
兜

は
、
上
記
の
よ
う
な
素
材
の
特
性
と
、
経
年
劣
化
に
よ
り
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

く
、
普
通
は
模
造
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
兜
の
伝
来
経
緯
は
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
加
藤
清
正
か
ら
座
下
の
将
で
あ

る
九
鬼
広
隆
に
下
賜
さ
れ
、
紀
州
徳
川
家
を
へ
て
尾
張
徳
川
家
へ
伝
わ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
尾
張
徳
川
家
へ
の
伝
来
は
昭
和
初
期
に
な
さ
れ
た
紀
州
徳
川
家
重
宝
の
売

立
に
際
し
て
で
、
兜
は
近
世
期
を
つ
う
じ
て
紀
州
家
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

紀
州
家
に
は
清
正
に
関
連
す
る
文
書
や
、
明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
で
著
名
な

（

３

）

伝
清
正
所
用
螺
細
柄
十
文
字
槍
（
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
も
あ
り
、
安
易
な
短
絡

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
長
烏
帽
子
形
兜
も
同
様
の
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
十
七
世
紀
中
期
以
降
、
紀
州
徳
川
家
に
伝
来
し
た
こ

と
は
確
実
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
兜
を
忠
実
に
模
し
た
模
造
兜
で
あ
る
が
、
こ
の
兜
自
体
も
由
緒
の
あ

る
歴
史
的
資
料
で
あ
る
（
図
版
１
）
。
昭
和
十
年
に
作
ら
れ
た
こ
の
兜
は
前
後
径

（

４

）

二
四
・
○
、
左
右
径
一
八
・
○
、
高
さ
七
○
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
兜
に

は
柿
渋
を
施
し
た
丈
夫
な
兜
箱
（
図
版
７
）
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
紙
筒
（
図
版
６
）

が
付
属
し
て
い
る
が
、
そ
の
箱
書
き
に
は
「
尾
張
徳
川
黎
明
會
所
蔵
／
加
藤
清
正
公

所
用
長
烏
帽
子
形
兜
模
造
／
拾
個
之
内
／
昭
和
十
年
十
一
月
徳
川
義
親
（
花
押
）
」

と
あ
る
（
図
版
８
）
。
紀
州
徳
川
家
の
遺
品
は
昭
和
十
年
前
後
に
大
規
模
な
売
立
て

に
あ
い
、
「
銀
箔
押
長
烏
帽
子
形
兜
」
は
尾
張
徳
川
家
の
徳
川
義
親
氏
の
所
蔵
と
な
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２
蛇
目
紋
の
「
長
烏
帽
子
形
兜
」

と
こ
ろ
で
、
清
正
着
用
の
兜
と
し
て
は
「
銀
箔
押
」
の
も
の
の
他
に
、
主
に
熊
本

に
残
る
一
連
の
長
烏
帽
子
形
の
兜
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
蛇
の
目
紋

の
兜
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
長
烏
帽
子
の
屈
曲
部
に
輪
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
輪
は
蛇
の
目
で
あ
る
と
さ
れ
、
蛇
の
目
が
加
藤
家
の
紋
で
あ
る
こ
と
か

ら
印
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
兜
は
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
六
月
の
奥
書
を
も

（

６

）

つ
「
清
正
行
状
』
（
奇
の
巻
）
に
「
冑
烏
帽
子
金
蛇
ノ
目
」
と
す
る
も
の
が
あ

り
、
「
銀
箔
押
」
の
長
烏
帽
子
形
の
兜
と
は
別
の
も
の
と
し
て
並
列
的
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

り
、
そ
の
際
に
精
巧
な
模
造
が
十
個
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
こ
の
模
造
兜
は
、

一
つ
は
徳
川
美
術
館
、
一
つ
は
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
徳
川
義
親
氏
の
認
識
で
は
「
加
藤
清
正

所
用
」
で
あ
り
、
特
に
紀
州
徳
川
家
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
元
来
そ
の
よ
う
に
伝

来
さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

し
か
し
、
清
正
が
日
輪
の
兜
を
着
用
し
た
と
い
う
確
実
な
史
料
は
な
い
。
正
保
か

ら
慶
安
年
間
（
一
六
四
四
～
一
六
五
二
）
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
古
橋
左

（

５

）

衛
門
又
玄
編
の
「
清
正
記
』
に
は
烏
帽
子
形
の
兜
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
銀

の
な
し
う
ち
の
兜
」
「
例
之
銀
之
長
烏
帽
子
の
甲
」
と
あ
り
、
日
輪
が
描
か
れ
て
い

る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
別
本
で
あ
る
「
続
撰
清
正
記
』
に
「
朱
の
日

輪
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
従
来
は
こ
の
記
述
と
伝
来
か
ら
、
清
正
の
兜
と
考

え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

１
浮
世
絵
に
見
る
長
烏
帽
子
形
兜

と
こ
ろ
で
、
加
藤
清
正
自
身
の
像
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
、
兜
は
ど
の
よ
う
に

現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
厳
密
に
い
え
ば
、
徳
川
幕
府
体
制
下
で
は
織
豊
時
代
の
題

（

皿

）

材
自
体
が
危
険
視
さ
れ
て
お
り
、
清
正
を
描
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し

現
実
に
は
、
織
豊
期
の
武
将
達
を
太
平
記
に
仮
託
し
て
描
く
「
絵
本
太
平
記
』
に
取

材
し
た
諸
々
の
摺
物
、
戯
曲
上
演
の
際
の
役
者
絵
や
武
者
絵
に
よ
り
清
正
像
が
普
及

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
、
加
藤
清
正
は
多
く
の
場
合
「
佐
藤

正
清
」
と
な
り
、
人
物
比
定
が
不
明
確
と
な
る
分
、
清
正
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

「
記
号
」
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
蛇
の
目
紋
の
兜
は
、
熊
本
県
本
妙
寺
に
一
頭
、
加
藤
神
社
に
三
頭
、
島
津
家

（

７

）

に
一
頭
な
ど
複
数
が
伝
わ
る
と
い
う
。
清
正
の
菩
提
寺
で
あ
る
熊
本
本
妙
寺
の
兜

（

８

）

は
、
全
体
を
黒
漆
で
仕
上
げ
、
烏
帽
子
の
両
側
に
金
泥
で
蛇
の
目
紋
を
描
く
。
加
藤

神
社
の
も
の
は
、
大
中
小
の
三
点
が
あ
り
、
と
も
に
黒
漆
で
仕
上
げ
、
金
泥
で
蛇
の

目
紋
を
描
い
て
い
る
点
は
本
妙
寺
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
。
島
津
家
の
も
の
は
実
見

し
て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
意
匠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
記
録
に
記
さ
れ
て
い

る
、
「
烏
帽
子
蛇
ノ
目
」
に
一
致
す
る
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。
た
だ
こ
の
事
実
を

も
っ
て
、
清
正
所
用
の
兜
で
あ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
ら
兜
の
時

代
的
な
問
題
や
、
軍
記
物
の
史
料
的
特
性
等
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
清
正
没
後
に
お

（

９

）

け
る
類
似
す
る
兜
の
奉
納
や
寄
進
と
い
っ
た
事
実
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
描
か
れ
た
長
烏
帽
子
形
兜
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図
版
３
は
歌
麿
の
「
朝
鮮
美
人
を
見
る
加
藤
清
正
」
（
題
は
筆
者
）
で
あ
る
。
右

端
の
武
将
が
加
藤
清
正
で
あ
り
、
二
人
の
婦
人
が
三
味
線
と
舞
を
披
露
し
て
い
る
。

顔
立
ち
は
全
く
日
本
的
で
あ
る
も
の
の
、
題
材
か
ら
す
れ
ば
、
征
韓
の
際
に
朝
鮮
美

人
の
演
舞
を
見
る
加
藤
清
正
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
記
号

は
烏
帽
子
形
の
兜
に
付
い
た
「
蛇
の
目
紋
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
扇
に
も
示
さ
れ
て
い

る
。
一
方
の
図
版
４
「
佐
藤
正
情
」
は
一
人
の
武
者
を
描
い
て
い
る
。
指
物
に
は

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
が
記
さ
れ
、
鼠
色
の
烏
帽
子
に
は
「
蛇
の
目
紋
」
が

付
い
て
い
る
。
胴
に
は
「
桔
梗
の
紋
」
が
付
き
、
清
正
の
記
号
と
し
て
は
こ
の
三
点

で
十
分
で
あ
る
。
「
征
韓
之
大
功
、
人
則
此
人
、
名
無
氏
」
と
あ
り
、
清
正
が
朝
鮮

出
兵
の
将
と
し
て
積
極
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
絵
と
同
様
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
記
号
の
付
与
は
肉
筆
画
に
も
共
通
し
て
お
り
、
複
数
あ
る
清
正
の
具
足
画

（

皿

）

像
で
も
同
様
の
意
匠
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
行
く
と
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
到
る
ま
で
、
非
常

に
多
く
の
清
正
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
幕
末
に
は
「
朝
鮮
征
伐
」
と
し
て
描
か
れ
る

浮
世
絵
が
「
長
州
征
伐
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
っ
た
り
も
し
、
歌
川
国
綱
「
佐
藤
正

清
虎
狩
之
図
」
、
歌
川
芳
虎
「
太
閤
記
九
州
合
戦
」
、
歌
川
芳
藤
「
清
正
朝
鮮
国
よ
り

日
本
の
富
士
山
を
見
る
」
な
ど
が
相
変
わ
ら
ず
版
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
に
は
記
号
が
あ
り
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
・
「
長
烏
帽
子
」
・
「
蛇
の
目
紋
」
・

「
桔
梗
紋
」
と
い
っ
た
鍵
と
な
る
記
号
が
付
随
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
記
号
で
あ
る
か
ら
、
大
き
さ
な
ど
は
関
係
な
い
。
注
意
し
た
い
の
は
銀

箔
押
烏
帽
子
形
兜
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
日
輪
」
描
く
兜
が
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に
み
た
伝
来
す
る
種
々
の
兜
か
ら

考
え
て
も
、
日
輪
を
描
く
こ
と
は
清
正
の
記
号
と
し
て
は
普
遍
性
を
持
た
な
か
っ
た

の
で
は
無
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
、
日
輪
と
蛇
の
目
紋
の
記
号
乖
離
は
ど

の
よ
う
に
生
じ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

２
日
輪
を
描
く
「
長
烏
帽
子
形
兜
図
」

名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
が
所
蔵
す
る
「
長
烏
帽
子
形
兜
図
」
（
図
版
２
）

は
、
一
般
に
流
布
し
な
か
っ
た
日
輪
を
付
し
た
長
烏
帽
子
形
兜
を
忠
実
に
描
い
て
い

（

吃

）

る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
絵
は
絹
本
著
色
で
縦
二
三
・
八
、
横

四
五
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
画
面
右
下
に
「
菅
角
渓
（
朱
印
、
印
文
「
菅
廣
」

「
子
伴
」
）
」
と
あ
り
、
菅
角
渓
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
精
密
に
よ
く
描
き

き
っ
て
い
て
、
写
実
性
を
追
求
し
て
い
る
姿
勢
は
近
世
後
期
の
地
方
文
人
画
の
系
譜

に
属
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
お
さ
ま
り
が
よ
く
、
絵
が
作
成
さ
れ
て
か
ら
ほ
ど
な

く
し
て
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
賛
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

三
尺
軽
鑿
七
尺
身
傳
聞
海
外
祭
其
神
義
忠
全
與
關
公
比
真
是
豊
臣
第
一
人

天

保

丙

申

夏

五

月

菅

惟

清

拝

題

（

朱

印

、

）

賛
は
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
、
菅
惟
清
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
両
者

の
関
係
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
惟
渭
は
「
伊
勢
人
物
志
」
（
天
保
五
〈
一
八
三

（

過

）

四
〉
年
五
月
刊
）
で
は
序
文
を
記
し
て
お
り
、
同
書
中
で
は
「
碩
果
園
詩
書
・
易

学
菅
牛
鳴
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
刊
の
「
勢
国

（

Ｍ

）

見
聞
集
」
（
巻
一
八
）
に
は
「
菅
牛
鳴
名
は
惟
清
、
字
は
公
直
、
精
周
易
、
業
朴

笠
、
好
書
、
松
坂
の
人
」
と
も
あ
る
。
と
も
に
詩
や
易
学
に
通
じ
て
お
り
、
典
型
的

な
地
方
文
人
で
賛
の
作
成
者
と
見
て
間
違
え
な
か
ろ
う
。
一
方
の
、
菅
角
渓
は
そ
の
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と
こ
ろ
で
賛
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
三
尺
軽
鑿
七
尺

テ

イ

ポ

ウ

身
」
は
三
尺
の
兜
に
七
尺
の
身
で
、
軽
鑿
は
兜
の
意
で
あ
る
か
ら
長
烏
帽
子
形
兜
を

さ
し
、
長
身
で
あ
っ
た
清
正
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
を
「
傳
聞
海
外

祭
其
神
、
義
忠
全
與
關
公
比
、
真
是
豊
臣
第
一
人
」
の
様
に
読
点
を
打
て
ば
「
海
外

に
伝
え
聞
こ
え
、
其
の
神
を
ま
つ
る
、
義
・
忠
全
く
関
公
と
比
す
る
、
真
に
是
れ
、

豊
臣
の
第
一
人
」
と
で
も
読
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
（
清
正
が
）

神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
海
外
に
聞
こ
え
て
お
り
、
義
・
忠
は
関
羽
に
比
較

（

喝

）

し
う
る
の
。
豊
臣
の
第
一
の
家
臣
で
あ
る
と
い
う
意
と
な
ろ
う
。

秀
吉
は
相
国
寺
の
僧
で
あ
る
西
笑
承
免
の
入
れ
知
恵
で
自
分
は
日
輪
の
子
で
あ
る

（

肥

）

と
い
う
王
孫
理
論
を
朝
鮮
出
兵
に
際
し
て
援
用
し
て
お
り
、
そ
の
臣
も
描
か
れ
た

「
日
輪
」
を
所
用
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
小
西
行
長
な
ど
秀
吉
の
家
臣
に
日

輪
を
使
用
す
る
武
将
は
多
い
。

一
方
、
画
中
画
と
し
て
の
前
立
部
分
は
、
中
心
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
描

き
、
そ
の
題
目
を
四
天
王
が
護
持
す
る
形
式
の
題
目
本
尊
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
下

部
に
は
「
維
時
天
保
八
丁
酉
仲
穐
大
吉
祥
日
」
、
「
日
蓮
在
判
」
、
「
恵
日
山
十
六
世
日

通
（
花
押
）
」
と
あ
り
、
日
蓮
真
筆
の
題
目
本
尊
を
恵
日
山
日
通
が
書
写
し
た
形
式

（

Ⅳ

）

を
と
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
寺
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
恵
日
山
の
山
号

が
困
難
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
忠
実
な
描
き
ぶ
り
か
ら
、
実
見
、
主

忠
実
に
模
写
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

系
譜
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
菅
惟
清
と
同
姓
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

こ
の
図
は
、
そ
の
図
様
か
ら
図
版
１
の
兜
を
忠
実
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
兜
自
体
は
当
時
紀
州
徳
川
家
に
伝
わ
り
、
一
般
的
に
は
見
る
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
忠
実
な
描
き
ぶ
り
か
ら
、
実
見
、
な
い
し
は

３
加
藤
清
正
の
法
華
信
仰

（

釦

）

清
正
が
法
華
宗
を
信
仰
し
て
い
た
点
は
、
熊
本
県
本
妙
寺
を
菩
提
寺
と
し
た
事
実

に
よ
り
、
一
般
的
に
は
同
寺
の
過
去
帳
な
ど
が
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
東
急

記
念
文
庫
蔵
「
絹
本
著
色
加
藤
清
正
画
像
」
が
京
都
本
国
寺
塔
頭
勧
持
院
伝
来
の
品

で
あ
り
、
慶
長
八
年
に
清
正
が
訪
問
し
た
お
り
中
村
寿
林
が
描
く
と
す
る
点
、
な
ど

の
徴
証
が
あ
る
。
し
か
し
、
清
正
の
死
後
、
そ
の
法
名
に
つ
い
て
は
「
浄
池
院
承
運

（

釦

）

（

型

）

（

鱒

）

日
榮
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
寺
側
の
記
録
や
加
藤
家
の
記
録
な
ど
の
記
録
で
は
「
浄

池
院
永
運
日
乗
大
居
士
」
と
し
、
ま
た
名
古
屋
市
妙
行
寺
の
「
加
藤
清
正
峠
画
像
」

賛
で
は
「
前
肥
前
太
守
浄
池
院
殿
日
乗
大
居
士
干
時
慶
長
第
十
六
辛
亥
林
鐘
下
旬

四
日
」
と
あ
り
微
妙
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
文
禄
・
慶
長
の
役
で
清
正
が
題
目
の

指
物
を
用
い
た
こ
と
が
法
華
経
の
功
徳
を
信
仰
し
て
の
も
の
か
、
法
華
宗
に
帰
依
し

（

型

）

て
の
も
の
か
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

久
し
く
紀
州
徳
川
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
の
兜
が
、
天
保
期
と
い
う
時
代
に
再

び
描
か
れ
る
に
到
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
お
こ
る
一
連
の
太
閤
ブ
ー
ム
と

そ
れ
に
伴
う
摺
物
の
流
布
を
示
唆
し
て
い
る
。
法
華
宗
門
僧
侶
で
あ
る
恵
日
山
日
通

は
そ
の
兜
に
題
目
本
尊
を
記
し
、
加
藤
清
正
と
の
関
連
を
暗
示
さ
せ
た
の
で
あ
ろ

う
。
歌
麿
な
ど
の
絵
師
が
危
険
を
冒
し
て
ま
で
加
藤
清
正
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
用
い
た

（

肥

）

は
松
阪
職
人
町
に
あ
る
法
久
寺
と
同
一
で
あ
り
、
先
の
菅
惟
清
が
松
阪
の
人
で
あ
る

こ
と
を
考
え
て
も
松
阪
法
久
寺
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
天
保
八
（
一
八
三
七
年
）
丁
酉
仲
穐
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
題
目
部
分

（

四

）

は
先
ほ
ど
の
賛
が
記
さ
れ
た
の
ち
一
年
後
に
描
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
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の
は
、
社
会
に
お
け
る
需
要
が
大
き
か
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
る
が
、
清
正
は
ア

ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
正
義
の
象
徴
と
し
て
社
会
的
に
は
受
容
さ
れ
つ
づ
け
た
の
で

あ
る
。
一
方
、
写
実
性
を
重
ん
じ
た
絵
画
の
一
部
に
題
目
を
記
す
と
い
う
長
烏
帽
子

形
兜
図
は
、
そ
の
よ
う
な
人
気
に
あ
や
か
り
、
宗
門
側
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

る
。
隠
し
絵
的
要
素
こ
そ
含
ん
で
い
る
が
、
蛇
の
目
紋
が
主
流
で
あ
っ
た
当
時
の
加

藤
清
正
像
に
対
し
て
、
絵
師
は
別
次
元
の
情
報
で
清
正
所
用
と
認
知
し
、
さ
ら
に
宗

門
側
か
ら
は
新
た
な
解
釈
を
付
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
加
藤
清
正
と
「
長
烏
帽
子
形
兜
」
の
組
み
合

わ
せ
が
す
で
に
社
会
一
般
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
示
し
て
い
よ
う
。

こ
こ
で
、
日
輪
を
あ
ら
わ
し
た
長
烏
帽
子
形
兜
と
、
そ
れ
を
模
写
し
て
い
る
長
烏

帽
子
形
兜
図
の
資
料
的
な
位
置
付
け
を
考
え
て
み
た
い
。
参
考
と
す
る
た
め
に
、
加

藤
清
正
を
主
題
と
し
て
描
い
て
る
軍
記
物
や
刷
者
・
絵
画
の
う
ち
本
稿
に
関
係
す
る

代
表
的
な
作
品
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。

表
１
で
は
加
藤
清
正
が
ど
の
様
な
記
号
を
と
も
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
か
に
着
目

し
て
い
る
。
「
蛇
の
目
紋
」
「
桔
梗
紋
」
「
題
目
」
と
い
っ
た
記
号
が
、
共
通
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
全
般
的
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
一
方
の
「
日
輪
」
に
つ

い
て
は
、
「
続
撰
清
正
記
」
中
に
描
写
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
類
例
が
見
ら
れ
な

く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
清
正
の
記
号
と
し
て
は
前
者
三
点
が
主
流
と
な
る
の
で
あ

り
、
日
輪
に
つ
い
て
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

三
日
輪
を
あ
ら
わ
す
長
烏
帽
子
形
兜

し
か
し
、
兜
図
に
賛
を
加
え
た
菅
惟
清
や
題
目
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
恵
日
山

日
通
は
、
~
こ
の
兜
の
由
緒
を
心
得
て
お
り
、
清
正
の
法
華
信
仰
に
仮
託
し
て
賛
や
題

目
を
記
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
名
に
つ
い
て
は
松
阪
と
い
う
こ
と
で
共

通
点
は
あ
る
も
の
の
、
積
極
的
な
結
び
つ
き
を
示
す
史
料
は
看
取
さ
れ
な
か
っ
た
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
賛
に
は
「
天
保
丙
申
夏
五
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
描
か
れ
て
い
る
前
立
題
目
部
分
に
は
「
天
保
八
丁
酉
年
仲
穐
大
吉
祥

日
」
と
あ
り
、
賛
が
加
え
ら
れ
た
翌
年
（
一
八
三
八
）
に
題
目
部
分
が
書
き
加
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
書
き
入
れ
は
、
清
正
の
兜
前
立
と
し
て
は
当
然
棚
齢
を
き
た
す
も

の
で
あ
り
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
描
い
た
菅
角
渓
の
意
図
に
背
く
も
の
で
あ
る
。

日
通
は
写
実
性
の
追
求
と
は
異
な
る
意
図
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

当
時
の
松
阪
は
、
前
掲
「
伊
勢
人
物
志
」
に
多
数
の
文
人
を
載
せ
て
い
る
よ
う

に
、
国
学
の
み
な
ら
ず
儒
学
や
古
学
、
詩
、
俳
譜
、
書
な
ど
で
も
多
く
の
文
人
が
存

在
し
た
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
。
博
物
学
的
な
関
心
に
基
づ
く
精
密
な
描
写
は
、
谷
文

晃
に
代
表
さ
れ
る
後
期
文
人
画
の
地
方
的
受
容
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
知
識
階
層

の
手
に
よ
る
広
い
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
地
域
的
な
交
流
は
濃
密
で
、
た
と
え
ば
「
伊
勢
人
物
志
」
は
法
久
寺
の
所
在
す

る
松
阪
職
人
町
の
書
林
深
野
屋
利
助
に
よ
り
版
行
さ
れ
、
ま
た
同
書
に
序
文
を
記

し
、
兜
図
に
賛
を
加
え
た
菅
惟
清
は
松
阪
本
町
の
住
人
で
あ
っ
た
。
賛
や
題
目
部
分

が
描
写
さ
れ
た
時
期
を
考
え
る
と
、
画
・
賛
・
題
目
は
個
別
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え

る
よ
り
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
つ
つ
短
期
間
の
内
に
成
立
し
た
と
考
え
る
方
が
良
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
終
的
に
な
さ
れ
た
兜
へ
の
題
目
の
付
与
は
、
一
つ
に
は
日
輪
を
あ
ら
わ
す
兜
に

－6－



対
す
る
歴
史
的
に
正
し
い
理
解
を
表
し
て
お
り
、
社
会
一
般
で
は
す
で
に
清
正
の
記

号
が
蛇
の
目
紋
や
桔
梗
紋
と
化
し
て
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
興
味
深
い
。
加
え

て
、
法
華
宗
門
の
問
題
と
し
て
は
、
清
正
の
故
地
尾
張
に
近
い
松
阪
の
地
に
あ
っ
て

清
正
に
仮
託
し
て
信
仰
に
訴
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
名
古
屋
で
は
什
物
と
し
て
加
藤

（

お

）

清
正
の
画
像
や
木
像
を
安
置
す
る
寺
院
も
多
く
、
清
正
の
法
華
信
仰
に
仮
託
す
る
こ

（

妬

）

と
が
信
者
の
獲
得
に
有
効
に
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

画
像
に
お
い
て
清
正
と
対
比
さ
れ
て
い
る
関
羽
に
つ
い
て
の
人
気
も
社
会
的
に
は

（

”

）

高
か
っ
た
。
日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
る
啓
運
山
法
華
寺
で
は
、
仏
壇
脇
に
関
帝
像
が
安

置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
「
張
州
年
中
行
事
紗
」
正
月
八
日
条
に
は
そ
の
由
緒
を
具

表1 清正とその記号

清
正
朝
鮮
国
よ
り
日
本
の
富
士
山
を
見
る

新
判
武
者
揃

（
武
者
揃
）

加
藤
清
正
虎
狩
之
図

加
藤
清
正
具
足
画
像

加
藤
清
正
具
足
画
像

佐
藤
正
清

佐
藤
正
清
虎
狩
之
図

豊
殿
下
四
国
攻

太
閤
記
九
州
合
戦

作

品

名

・

書

名

続
撰
清
正
記

清
正
行
状

古
老
軍
物
語

事
跡
合
考
参
考
落
穂
集

絵
本
太
閤
記

（
朝
鮮
美
人
を
見
る
佐
藤
正
情
）

（
征
韓
の
大
功
…
）

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
紋

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立
、
下
り
藤
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
紋
、
桔
梗
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
紋
、
桔
梗
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立

長
烏
帽
子
・
蛇
の
目
前
立

兜

銀
梨
打
烏
帽
子
・
朱
の
丸

烏
帽
子
・
金
蛇
の
目
紋

銀
長
烏
帽
子

桔
梗
紋

~桔
梗
紋

桔
梗
紋

蛇
の
目
紋
一
題
目

胴

一

指

物

金
蛇
の
目
紋
一
題
目

啄

木

威

紋

一

金
蛇
の
目
紋
一
題
目

（

記

）

体
的
に
記
し
て
い
る
。
加
藤
清
正
が
「
征
韓
」
や
「
虎
退
治
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
武

内
宿
禰
や
和
藤
内
に
比
せ
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
の
に
対
し
、

関
羽
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
合
わ
せ
る
の
は
限
ら
れ
た
局
面
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。

明
治
期
に
な
る
と
、
名
将
と
し
て
の
関
羽
と
の
対
比
が
再
び
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
「
息
軒
遺
稿
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
錦
山
神
祠
改
建
記
」
に
み
る
祠
堂
記
に

は
「
名
将
英
士
、
世
不
乏
人
、
而
其
能
当
是
徳
者
、
漢
有
関
羽
、
我
有
清
正
、
公
揚

武
於
海
外
、
余
威
所
厭
」
と
あ
り
、
中
国
の
関
羽
と
日
本
の
清
正
を
対
比
し
、
武
威

（

鱒

）

が
海
外
に
ま
で
及
ぶ
さ
ま
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
碑
文
は
明
治
八
年
八
月
に
安
井
衡

に
よ
っ
て
撰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
論
じ
た
菅
惟
清
の
賛
で
「
伝
聞
海
外

題
目
蛇
の
目
紋

題
目 曹|曾|胃

題
目

蛇
の
目
紋
陣
羽
織

蛇
の
目
紋
陣
羽
織

蛇
の
目
・
桔
梗
紋
陣

羽
織

蛇
の
目
紋
陣
羽
織

蛇
の
目
紋
陣
羽
織

蛇
の
目
陣
羽
織

桔
梗
紋
陣
羽
織

金
箔
蛇
の
目
の
衣
装

蛇
の
目
・
桔
梗
紋
陣

羽
織

そ
の
他

歌歌歌
川川川
芳国芳
藤利藤

楊
州
周
延

喜
多
川
歌
麿

重
清 作

者

一

時

代

一

備

考

慶

安

年

間

一

Ｊ

明
治
釦
年

明
治
瓠
年

明
治
時
代

明
治
訓
年

江
戸
時
代

万
治
４
年

延
享
３
年

享
和
２
年

江
戸
時
代
※
１鷺|難|誉

※
３ §|誉|脅

※
２~※２
※

1

刷物のうち、備考欄に※lとあるのは神奈川県歴史博物蔵。※2と

あるのは『特別展武者・護りのデザイン」 （名古屋城美術展開
催委員会、平成7年）に、※3とあるのは『尾張の戦国武将たち出

品リスト』 （名古屋市徳川美術館、平成14年）に、※4とあるのは

『武者絵j (渋谷区立松濤美術館、平成15年）に所載されている。
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祭
其
神
、
義
忠
全
與
關
公
比
、
真
是
豊
臣
第
一
人
」
と
あ
る
部
分
に
近
し
い
内
容
を

も
っ
て
い
る
。
安
井
氏
が
こ
の
図
像
を
意
識
で
き
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
清
正

に
対
す
る
理
解
の
一
つ
の
系
譜
と
し
て
関
羽
と
の
対
比
が
天
保
期
に
松
阪
の
文
人
に

よ
り
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
加
藤
清
正
が
着
用
し
た
と
さ
れ
る
「
銀
箔
押
長
烏
帽
子
形
兜
」
と
、
そ

れ
を
描
い
た
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
蔵
「
長
烏
帽
子
形
兜
図
」
の
関
係
を
指
摘

し
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
題
目
本
尊
の
あ
り
よ
う
か
ら
日
輪
を
あ
ら
わ
す
長
烏
帽

子
形
兜
の
受
容
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
兜
の
理
解
と
地
域
的
関
係
か
ら
、

兜
図
が
松
阪
で
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。

ま
た
、
兜
図
に
特
徴
的
な
前
立
の
題
目
本
尊
か
ら
、
法
華
宗
門
の
側
で
は
清
正
の

法
華
信
仰
に
仮
託
し
て
描
い
た
も
の
と
想
定
し
て
み
た
。
い
わ
ば
、
画
家
の
博
物
学
的

好
奇
心
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
追
求
と
渭
正
の
法
華
信
仰
は
前
立
に
題
目
本
尊
を
描
く
と

い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
妥
協
点
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
輪

を
あ
ら
わ
す
兜
と
そ
の
図
像
が
、
ど
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
あ
っ

た
の
か
を
考
え
、
近
世
期
社
会
で
の
共
通
理
解
を
形
成
し
て
い
た
清
正
の
記
号
ｌ
蛇

の
目
紋
・
桔
梗
紋
・
題
目
ｌ
に
対
し
て
日
輪
と
題
目
本
尊
を
描
く
長
烏
帽
子
形
兜
が

記
号
と
し
て
は
一
般
的
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
松
阪
の
地
で
文
人
た
ち
に
よ

（

鋤

）

り
受
容
さ
れ
、
法
華
宗
門
の
什
物
と
し
て
新
た
な
展
開
を
み
せ
た
点
を
指
摘
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
写
実
主
義
の
伝
播
が
松
阪
の
地
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ

お

わ

り

に

（

釦

）

れ
て
い
た
の
か
、
紀
州
藩
に
伝
わ
っ
た
銀
箔
押
長
烏
帽
子
形
兜
を
作
者
は
実
見
し
て

（

犯

）

い
た
の
か
ど
う
か
な
ど
、
論
じ
切
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
。
こ
の
点
は
、
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
の
変
わ
り
兜
の
問
題
と
し
て
後
稿
に
委
ね
た
い
。

加
藤
清
正
は
幕
府
に
よ
る
禁
制
の
対
象
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
様
々
な
様
式
で
多

面
的
・
複
合
的
に
清
正
像
が
社
会
に
普
及
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
清
正
の
神
格

化
、
近
世
期
の
朝
鮮
観
、
近
代
化
し
て
以
降
の
「
征
韓
へ
の
援
用
」
に
も
つ
な
が
る

問
題
で
あ
り
、
重
要
な
論
点
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

註（
１
）
展
示
自
体
に
つ
い
て
は
「
変
わ
り
兜
ｌ
戦
国
の
奇
想
天
外
」
（
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
編
、
平
成
十
四
年
九
月
）
参
照
。

（
２
）
所
伝
で
は
紙
綾
を
用
い
て
張
懸
の
強
度
を
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
３
）
平
成
十
四
年
七
月
～
九
月
に
行
わ
れ
た
徳
川
美
術
館
の
特
別
展
「
尾
張
の
戦
国
武

将
た
ち
」
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
こ
れ
ら

は
、
清
正
の
娘
瑞
林
院
が
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
に
家
康
十
男
で
紀
州
徳
川
家
の
祖

と
な
る
徳
川
頼
宣
に
嫁
入
り
し
た
際
持
参
さ
れ
た
物
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
研

究
に
拠
れ
ば
こ
れ
は
誤
伝
で
、
清
正
孫
娘
献
珠
院
が
旗
本
阿
部
四
郎
五
郎
政
重
に
嫁

し
た
と
き
に
持
参
し
、
死
後
遺
族
が
紀
州
徳
川
家
に
献
上
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
こ
の
兜
は
「
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
館
蔵
品
目
録
』
（
平
成
十
三
年
三
月
）

に
よ
れ
ば
、
高
橋
彦
二
郎
氏
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）
続
群
書
類
従
第
二
三
揖
上
巻
所
収
。

（
６
）
続
群
書
類
従
所
収
本
、
巻
六
五
三
本
。
同
書
に
は
「
清
正
家
ノ
紋
、
蛇
ノ
目
一
重
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菊
也
、
尾
藤
力
紋
桔
梗
折
し
墨
也
、
尾
藤
力
武
具
ヲ
用
ル
故
二
、
清
正
家
二
用
也
」

と
あ
り
、
加
藤
家
の
蛇
の
目
紋
は
尾
藤
家
の
武
具
を
用
い
た
こ
と
に
よ
る
と
す
る
。

（
７
）
山
上
八
郎
「
日
本
甲
冑
の
新
研
究
』
（
第
三
章
第
二
節
第
一
項
、
昭
和
三
年
六
月
）

に
写
真
を
所
収
し
て
い
る
。

（
８
）
本
妙
寺
蔵
の
兜
は
「
奇
想
の
デ
ザ
イ
ン
ー
変
り
兜
と
陣
羽
織
」
（
サ
ン
ト
リ
ー
美

術
館
一
九
八
五
年
）
に
よ
れ
ば
鉢
前
後
径
二
三
・
五
、
左
右
径
二
一
・
四
、
総
高
六
四
．

○

で

あ

る

。

（
９
）
実
際
、
加
藤
神
社
に
伝
わ
る
三
点
の
兜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
兜
の
大
き
さ
が
異
な
り
、

同
一
時
の
作
成
と
考
え
る
に
は
少
々
無
理
が
あ
る
。

（
皿
）
幕
府
に
と
っ
て
は
将
軍
の
先
祖
で
あ
る
家
康
時
代
の
所
業
が
町
人
た
ち
に
贈
炎
す

る
の
を
さ
け
た
か
っ
た
の
で
あ
り
、
実
際
そ
の
よ
う
な
知
識
の
流
行
が
存
在
し
た
。

『
摂
陽
奇
観
」
に
は
婦
女
子
供
ま
で
が
武
家
の
紋
所
を
覚
え
た
り
合
戦
に
詳
し
く
な
っ

た
り
し
て
い
る
と
あ
る
。
浮
世
絵
師
喜
多
川
歌
麿
は
あ
え
て
清
正
を
題
材
に
し
た
作

品
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
府
よ
り
手
鎖
に
処
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
Ⅱ
）
た
と
え
ば
、
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
の
「
加
藤
清
正
具
足
画
像
」
で
は
蛇
の

目
紋
前
立
付
烏
帽
子
形
兜
と
、
胴
に
桔
梗
紋
が
記
さ
れ
た
具
足
を
着
用
し
て
い
る
。

（
吃
）
「
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
館
蔵
品
目
録
」
（
平
成
十
三
年
三
月
）
。

（
喝
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
（
加
一
八
五
七
）
。
深
野
公
忠
編
で
版
元

は
松
阪
深
野
屋
利
助
（
玄
々
堂
）
で
あ
る
。
同
書
序
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

（
句
点
筆
者
）
。

伊
勢
人
物
志
序
／
書
騨
玄
々
堂
主
人
、
著
南
勢
人
物
志
、
巧
乞
余
一
言
、
閲
之
自

神
都
始
、
及
吾
松
阪
、
蓋
所
知
者
、
十
之
二
三
、
是
非
其
人
有
顕
晦
而
然
也
、

余
之
交
不
多
也
、
教
余
知
其
未
知
者
、
交
其
未
交
者
、
実
以
此
巻
為
指
南
車
、

主
人
之
恵
豈
浅
少
哉
、
／
皇
天
保
甲
午
孟
春
／
碩
果
菅
惟
清
誌
（
印
牛
鳴
）

な
お
、
碩
果
の
号
は
知
識
人
に
好
用
さ
れ
た
（
林
鴬
峯
、
中
井
曾
縮
、
樋
口
好
古
な

ど

）

・

（
皿
）
荒
井
勘
之
丞
編
、
全
二
五
巻
。
「
松
阪
市
史
」
（
第
八
巻
、
史
料
編
、
地
誌

〈
１
〉
、
一
九
七
九
年
九
月
）
に
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
所
収
。

（
喝
）
前
掲
註
（
１
）
展
示
図
録
巻
末
論
説
で
は
、
加
藤
清
正
で
は
な
く
豐
臣
秀
吉
自
身

を
描
い
て
い
る
可
能
性
を
提
示
し
た
が
、
身
長
が
七
尺
あ
る
な
ど
無
理
な
理
解
も

あ
っ
た
。
本
稿
で
清
正
に
つ
い
て
記
す
も
の
と
し
、
訂
正
し
た
い
。

（
略
）
北
島
万
次
「
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
九
月
）

（
Ⅳ
）
四
天
王
の
配
置
が
法
華
特
有
の
形
式
を
有
し
て
お
り
、
日
通
は
そ
れ
を
日
蓮
題
目

本
尊
を
正
確
に
復
元
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
略
）
応
永
三
十
四
年
に
京
都
本
法
寺
開
山
日
親
が
伊
勢
松
が
崎
に
創
立
。
文
禄
三
年
、

教
行
院
日
源
の
代
に
現
在
地
に
移
転
す
る
（
「
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
」
大
本
山
池
上
本
門

寺
編
、
一
八
九
六
年
一
月
）
。
ま
た
、
恵
日
山
法
久
寺
は
「
勢
国
見
聞
集
」
（
巻
八
）

で
は
「
文
禄
三
年
日
深
大
徳
再
興
の
寺
院
で
あ
る
」
と
し
（
「
松
阪
市
史
」
第
八
巻
、

史
料
篇
、
地
誌
（
１
）
所
収
、
一
九
七
九
年
九
月
）
、
江
戸
時
代
の
地
誌
で
あ
る
「
松

阪
権
輿
雑
集
」
（
巻
四
）
に
は
「
享
保
十
四
酉
年
住
持
日
秀
修
栄
の
働
、
薫
功
の
為
褒

美
、
本
寺
よ
り
永
聖
被
免
、
小
堂
再
建
、
延
享
元
子
年
三
月
入
佛
供
養
」
と
、
「
耳
の

垢
」
に
は
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
の
記
事
と
し
て
「
法
久
寺
堂
再
建
入
仏
供
養
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
入
仏
供
養
は
明
治
三
年
に
も
行
わ
れ
て
お
り
「
正

月
十
五
日
よ
り
七
日
法
久
寺
入
仏
供
養
」
と
さ
れ
て
い
る
二
松
阪
市
史
」
第
九
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巻
、
史
料
篇
、
地
誌
（
２
）
所
収
、
一
九
八
一
年
二
月
）
。
「
宝
暦
咄
し
」
（
同
前
）
に

は
「
法
久
寺
会
式
の
夜
は
若
イ
物
あ
は
れ
る
故
、
女
は
得
不
参
、
其
後
余
り
長
し
て

門
前
に
御
役
人
出
張
り
出
来
る
」
と
あ
り
、
日
蓮
の
命
日
（
御
会
式
）
に
は
か
な
り

に
ぎ
わ
う
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
聰
）
こ
の
前
立
は
現
在
兜
に
は
付
属
し
て
い
な
い
。
名
古
屋
市
妙
行
寺
に
は
前
立
が
伝

わ
る
と
い
う
が
実
見
し
て
い
な
い
。
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
に
は
そ
の
現
代
模

造
の
前
立
が
あ
る
が
、
題
目
を
記
す
ば
か
り
で
、
描
か
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
。

（
別
）
中
世
末
期
に
は
、
法
華
宗
・
日
蓮
宗
と
も
に
混
用
さ
れ
て
お
り
、
法
華
経
の
教
義

を
第
一
義
と
し
て
祖
師
を
日
蓮
と
仰
ぐ
集
団
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
法
華

宗

で

統

一

し

て

お

く

。

（
劃
）
『
義
演
准
后
日
記
」
（
巻
二
十
六
）
な
ど
。

（
配
）
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
」
（
巻
三
十
九
）
。

（
鱒
）
森
本
儀
太
夫
撰
「
加
藤
家
伝
」
。

（
型
）
法
華
経
を
持
つ
こ
と
の
功
徳
、
ひ
い
て
は
題
目
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
権
力
を
得

る
功
徳
と
法
華
宗
に
対
す
る
信
仰
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
華
経
に
対

す
る
信
仰
は
中
世
期
に
広
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿

と
主
旨
が
ず
れ
る
た
め
こ
こ
で
は
留
保
す
る
。

（
路
）
「
名
古
屋
市
史
』
（
社
寺
編
、
名
古
屋
市
役
所
発
行
、
大
正
七
年
七
月
）
に
よ
れ
ば

等
覚
山
本
正
寺
の
加
藤
清
正
甲
冑
木
像
（
竹
腰
家
奥
方
寄
付
）
や
清
正
山
栄
立
寺
の

清
正
公
像
（
法
華
経
を
張
っ
た
も
の
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
悦
山
妙
行
寺

に
は
画
像
・
烏
帽
子
・
木
造
・
銅
像
が
存
在
し
て
い
る
（
『
日
蓮
宗
名
古
屋
寺
院
名

鑑
」
同
書
編
集
委
員
会
編
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
）
。

〔
付
記
一

調
査
に
あ
た
っ
て
は
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館
（
当
時
）
井
上
善
博
氏
の
御
高

配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
番
号
一
三
七
一
○
二
○
八
）
の
成
果
の
一
部

で

あ

る

。

（
恥
）
正
悦
山
妙
行
寺
で
は
加
藤
清
正
の
画
像
が
開
帳
に
供
さ
れ
て
い
る
（
「
張
州
年
中

行
事
紗
』
、
活
字
は
「
名
古
屋
叢
書
三
編
」
第
八
巻
所
収
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
、

昭

和

五

十

七

年

三

月

）

。

（
”
）
『
新
卑
姑
射
文
庫
」
（
初
二
編
名
古
屋
市
博
物
館
編
「
名
古
屋
市
博
物
館
資
料
叢
書
」

３
、
猿
猴
庵
の
本
）
に
は
菊
人
形
と
し
て
設
え
ら
れ
た
関
羽
像
が
み
え
て
い
る
。

（
銘
）
「
名
古
屋
叢
書
三
編
」
（
前
掲
註
（
記
）
参
照
）
。

（
羽
）
「
大
日
本
史
料
」
（
第
十
二
編
之
八
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
に
拠
っ
た
）
。

（
鋤
）
冠
賢
一
「
東
海
日
蓮
教
団
の
展
開
ｌ
特
に
名
古
屋
・
尾
張
・
三
河
を
中
心
と
し
て

ｌ
」
（
「
日
蓮
宗
名
古
屋
寺
院
名
鑑
』
同
編
集
委
員
会
編
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
）
。

（
釦
）
た
と
え
ば
尾
張
藩
と
の
関
係
か
ら
も
専
論
は
多
い
。
吉
田
俊
英
「
尾
張
藩
社
会
と

絵
画
の
展
開
」
（
「
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
」
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、
二
○
○
一

年
三
月
）
に
は
絵
師
の
移
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

（
蛇
）
紀
州
徳
川
家
の
什
物
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
い
。
た
だ
し
、
松
阪
は
地
理
的
に

紀
州
に
内
包
さ
れ
る
た
め
作
者
が
実
見
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

－10－



二
一
ぺ
誤
蕃
一
尺

群
蕊
怒
全
鑿
趣

（
へ
蕊
識
需
零
選
《
室

譲

図2長烏帽子形兜図

名古屋市秀吉渭正記念館蔵
図1 銀箔押長烏帽子形兜（模造）

名古屋市秀吉清正記念館蔵
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霧

図4征韓之大功人即此人名無氏

神奈川県立歴史博物館蔵

図3朝鮮美人を見る佐藤正清

神奈川県寸歴史博物館蔵
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